
































































い ぜ の す け
勢介〉ま
たは〈伊




















































































































































を 妨 げ る 。〈 浄 瑠 璃 〉 と い う 名 称 は ， 十 六 世 紀 後 半 に 女 流 詩 人
〈小
































































































































































































































































































































































7 － 7 ．「嘆き悲しむ未亡人」　
　伝承によれば，英雄の息子である第十二代〈帝〉の〈景行天皇〉（西暦
71-130年，皇紀731-790年），すなわち〈大





































7 － 8 ．〈歌〉文学の一般教育への影響，即興詩と歌合
　完結した字数をもつ〈歌〉の形式は，〈小唄〉または漢語名で〈短歌〉
と呼ばれている。〈小唄〉は非常に愛されていて，〈歌
か ど う し ゃ
道者〉ないし
〈歌



















































































































































































































































さ い ど か
度歌〉（＊＊＊）であり，質問と答えの句
頭と句尾の語か文字が同義でなければいけない。
　それに対して〈思い返し〉（＊＊＊＊）は，質問と答えで一語か一字を変
えなければいけない。言葉の選択は任意だが，任意の単語を変化させるた
めには，技巧が必要である。
　〈狂
きょうか
歌〉（＊＊＊＊＊）は，滑稽で機知に富んだ内容を含む〈歌〉である。
　〈折
お り く
句〉（＊＊＊＊＊＊）は，句頭の字を集める即興句で，常に五句の〈歌〉
韻律に従って，五七五七七の字数で交互に書かれなければならない。しか
し各句の句頭の語，文字，漢字は，前もって決められている。
　韻文化された言葉遊びでもあり，格言でもある〈俳諧〉は，〈歌〉韻律
の〈上の句〉だけで成立している。通常は，虚構の名称〈俳
はいみよう
名〉（＊＊＊＊
＊＊）で署名される。
　これと同じ字数で韻律配列なのが，冠婚葬祭時の小さな詩〈発
ほ っ く
句〉（＊
＊＊＊＊＊＊）である。的を射た表現の言葉遊びだけでほぼ成り立っている
点に，その功績がみられる。
　しかし最後に挙げたこれらの詩のヴァリエーションは，どれも多かれ少
なかれ詩の遊びにすぎない。上品で深い感情のこもった〈小唄〉や，生き
生きとした〈連歌〉を凌駕するほどのものではない。
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（＊）〈本歌〉の〈ほん〉は，「真の，本物の，決められた」という意味で，〈か〉
は「詩」に相当する〈句〉と同じ意味である。
（＊＊）〈贈答歌〉の〈ぞうとう〉は，「書簡を発送して返信する，文通」とい
う意味である。
（＊＊＊）〈再度歌〉の〈さいど〉ないし〈にど〉は，「二回」を意味する漢語で，
〈さい，に〉は漢語，古い日本語でいえば〈ふたつ〉で「二」という意味，〈ど〉
の漢字は「大気の温度，幾何学上の点や線，正しい節度」を意味しているが，
ドイツ語のmalと同様に，漢数字に後置される。
（＊＊＊＊）〈思い返し〉は，「何かを再び考える，熟考する」という意味であり，
〈おもい〉は「よく考える」という意味で，〈かえし，かへし〉は「答える，
返す，返済する，何かの報復をする」という意味である。
（＊＊＊＊＊）〈狂歌〉は「滑稽な歌」という意味で，〈きよ〉は「冗談，娯楽，
楽しさ，おふざけ」という意味である。
（＊＊＊＊＊）〈折句〉は「アクロスティク」という意味であり，〈おり〉は「長
くて細い物，例えば棒を折る，硬い物を曲げる」という意味，〈く〉は「詩の
一節，一句」という意味である。
（＊＊＊＊＊＊）〈俳諧名〉は，十七字の〈俳諧〉詩が作られるときの仮名。〈み
よう，みよ〉は「別名，仮名」という意味であり，例えば〈戒名〉といえば，
死後につけられる死者の名前を指す。
（＊＊＊＊＊＊＊）〈発句〉の〈ほつ〉は「始め，最初」という意味。この詩の
種類は，〈歌〉韻律の〈上の句〉，すなわち最初の半分のみで成立している。
訳者注
（ 1 ）　『源氏物語』の著者，執筆動機，執筆期間については諸説ある。
（ 2 ）　原文にこの知識人の名前は〈しょめい〉とあり，石山寺の塔を建立したと
いう記述内容から聖武天皇かと推察できるが，この人物の詳細は不明。
（ 3 ）　伊勢大輔（989年頃-1060年頃）は一条天皇の中宮彰子に仕え，和泉式部や紫
式部と親交を深めた女流歌人。
（ 4 ）　大中臣輔親（954-1038年）は平安中期の歌人。伊勢神宮の祭主を務めた。藤
原道長の五男教通に仕えた経験があり，娘の伊勢大輔が彰子に仕えるきっか
けとなったと言われる。
（ 5 ）　『伊勢物語』の作者は不明。在原業平ないし業平と関わりと持つ人物とい
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う説が有力か。
（ 6 ）　「そうし」を「しょし」と誤解したか。草子は軽い内容の本のこと。
（ 7 ）　儒教の教書として重要とされる四書（論語，大学，中庸，孟子）と五経（易経，
書経，詩経，礼記，春秋）を指す。
（ 8 ）　「草紙」の解釈はユンカーの誤解で，娯楽的で廉価な本を指す。
（ 9 ）　浄瑠璃姫は三河国矢作（やはぎ）に住む遊女の名。金売り吉次の供をした義
経と契る。「やはぎ」を「やなぎばし」と誤解したか。「きいち」は吉次と混
同したか。
（10）　原文では「モミの伝承」とある。モミはマツ科モミ属の常緑針葉樹。
（11）　詳細は不明。
（12）　「ガゼル」は，中東から南アジアにかけて伝えられた恋愛提携叙事詩。「マ
カム」はアラブ音楽の旋律の型。
（13）　ここに紹介されている漢詩は，肥後熊本藩の儒者，伊形霊雨（1745-1787）
が肥後藩の命で京都留学を終えた帰途，下関を越える際に読んだ詩「過赤馬
關」に類似している。だが霊雨の原文と比較すると多少の相違があるので，
以下に霊雨の漢詩を紹介しておく。「長風破浪一帆還　碧海遥囘赤馬關　
三十六灘行欲盡　天邊始見鎭西山」，その読みは，「長風波を破って一帆還る　
碧海遥かに回る赤馬が関　三十六灘行くゆく尽きんと欲す　天辺始めて見
る鎮西の山」。
（14）　「一艦」や「斜連」をはじめとして，ユンカーの著者注には霊雨の漢詩に
は確認できない漢字の説明と独自の解釈が続く。「つちうと」の「つち」は
「盡」を「塵」と誤解したか。そして「ほし」は「欲し」を「干し」と誤解
したかと推測される。
（15）　頼山陽（1781-1832年）は江戸後期の漢詩人であり歴史家。主著『日本外史』
はベストセラーとなり，幕末の尊王攘夷運動に大きな影響を与えた。
（16）　水戸藩による『大日本史』の編纂事業は，ユンカーの死後も続き，実際に
は1905年に完成を迎えている。全三九七巻，目録五巻。
（17）　「ディスティコン」とは，オイディウスやプロペルティウスが採用した二
行詩の形態。一行目が六歩格のヘクサメトロス，二行目が五歩格のペタメト
ロスとなる。
（18）　ここで使われている表現「カエスーラ」とは，詩行の中間の休止のこと。
（19）　イザナミとイザナギの間に生まれたのは，天照大神，月読，蛭児，その次
がスサノオとされている。アジキタキヒコノカミについては，詳細不明。
（20）　原文には「みながわ」とあるが，この川は三輪川を指していると思われる。
この歌が引用されているのは，鴨長明の『発心集』。そこでは三輪川で身を
清めた玄敏僧侶が，僧侶として生きていく決意を歌った歌とされている。
（21）　紫式部が受け取るはずだった八重桜を新参女房の伊勢大輔が受け取り，藤
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原道長の薦めで詠んだ歌は百人一首に収められている。「いにしへの奈良の
都の八重桜　今日九重に匂ひぬるかな」
（22）　原文には「くろほの雪」とあるが，ここは『枕草紙』二九九段の「香炉峰
の雪」の逸話を指していると思われる。ただし（一条）天皇とではなく，妃の
中宮定子とのやりとりである。「雪のいと高う降りたるを，例ならず御格子
まゐりて，炭櫃に火おこして，物語などして集りさぶらうに，少納言よ，香
炉峰の雪，いかならむと，おほせらるれば，御格子上げさせて，御簾を高く
上げたれば，笑はせたまふ。人々もさることは知り，歌などにさへ歌へど，
思ひこそ寄らざりつれ。なほ，この宮の人には，さべきなめりと言ふ」。
（23）　出典，詳細ともに不明。
（24）　1796-1812年にかけて刊行された加藤千蔭編『万葉集略解』か。原文に平
仮名の訓を施し，賀茂真淵や本居宣長の解釈を中心とした注が加えられたこ
の注解書は，万葉集の入門書として流通した。
（25）　ここでは（狂歌，俳諧等に対する）本式の和歌を指しているのか。
